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研究成果の概要： 
 パーソンズ理論を、未公刊・新資料を活用する近年の水準において再構成し、その現代社会

分析に対する実践的応用可能性をいくつかの領域において示すという課題を、一定程度達成し

た。医療・生命研究、グローバル化と宗教、知の生産様式と大学、社会学的公共性論の構築と

いう夫々の課題領域において一定の成果を得、とくにそれら全体の統一的基礎理論をなす、規

範生成論において前進した。 
 
 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2005 年度 4,000,000 0 4,000,000 

2006 年度 3,700,000 0 3,700,000 

2007 年度 3,600,000 1,080,000 4,680,000 

2008 年度 3,700,000 1,110,000 4,810,000 

  年度  

総 計 15,000,000 2,190,000 17,190,000 

 
 
研究分野：社会科学 
科研費の分科・細目：社会学・社会学 
キーワード：一般理論 
 
１．研究開始当初の背景 
  タルコット・パーソンズ理論は、第二次大
戦後から７0 年代初頭までにおける、アメリ
カ国内及び日本を含む世界での広汎な受容
期を経て、その後は厳しい批判と、にもかか
わらず受容後の潜在的な理論展開期を経過
してきた。2001 年における生誕百年の節目前
後から、「パーソンズ・ルネッサンス」とも
いうべき再評価が進展したが、本研究もその
新たな潮流に棹差すものであった。 
 理論展開としては、本国アメリカよりはむ

しろヨーロッパ及び日本において主要な発
展があった。ヨーロッパでは、J・ハーバー
マス及び N・ルーマンによる批判的発展があ
り、日本では高城和義によるハーヴァード・
アーカイブズの資料を駆使した新たな段
階・水準の研究成果があった。本研究は、こ
れらの成果を吸収しつつ、さらに新たな展開
をめざすための調査研究として設計された。
本研究以前に、科研費基盤（B）（２）、2003
～2005、により「未公刊・新資料の活用によ
るパーソンズ理論像の再構築」に従事してお
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り、本研究はその延長上に、パーソンズ理論
を再構成するだけでなく、その現代的意義や
実践的意義を幅広く踏査することが次の課
題として設定されるべきであるという理論
状況を背景として開始された。 
 
 
 
２．研究の目的 
 パーソンズ理論を、現代社会における諸課
題と明示的なレリヴァンスを持つものとし
て再構成すると共に、その実践的応用可能性
を示すことが本研究の目的である。そのため、
理論の再構成の核に規範生成の基礎理論の
構築作業を据え、その下に以下の４つの具体
的領域を設定した。 

１．医療・生命、２．グローバル化と宗教、
３．知の生産様式・大学、４．社会学的公共
性論の構築、である。これらは、現代社会に
おいて実践的対応が迫られている課題であ
るが、特にその統一的基礎理論は希薄であり、
最終的にはこの問題に応えることが目指さ
れた。即ち、まず夫々の課題領域ごとに調査
研究と理論の（再）構築をすすめ、それらを、
担当者達による共同討議を深めることによ
って、パーソンズ理論からの発展として統一
的基礎理論の構築へとつなぐことである。 
 
 
 
３．研究の方法 
 パーソンズ理論の原典批判を継続発展さ
せることを基礎とし、現代社会学におけるパ
ーソンズ以後の諸流派との対話も深めつつ、
４つの課題領域ごとの担当者を設定し、課題
ごとの調査研究を進めた。原典批判の継続・
展開については、引き続き連携研究者として
V・リッツ教授の協力を得、統一的理論とし
ての規範生成の基礎理論の構築については、
同じく連携研究者として B・ターナー教授の
協力を得ながら、現象学的社会学、エスノメ
ソドロジー、シンボリック相互行為論、ルー
マン研究、ハーバーマス研究者らとの対話を
進めた。 

課題領域ごとに、担当研究者を配置・組織
した（張江洋直、進藤雄三、鈴木健之、中村
文哉、白鳥義彦）。「医療・生命」は、主に進
藤、中村、油井（ターナー）、「グローバル化
と宗教」は、鈴木、油井、ターナー、「知の
生産様式・大学」は、白鳥、油井、「公共性」
は、ターナーと油井。各課題領域での調査研
究と、全体会議での基礎理論構築へのそのフ
ィーソバックを重ねることによって研究成
果の蓄積を目指した。 
 
 
 

４．研究成果 
 規範生成の基礎理論の構築としては、法と
いう制度的規範システムと、グローバル化し
た社会とのその関連や、新たな法概念や法適
用の可能性という主題に関する研究を進展
させた。また課題１．「医療・生命」に関し
ては、中村と油井が、沖縄のハンセン病患者
施設での現地調査を行いつつ、現象学的社会
学、パーソンズ医療社会学の方法論等による
分析枠組と理論の展開を図り、その一部を論
文にまとめると共に、シンポジウム・学会な
どで理論構築の契機としても公表してきた。
２．「グローバル化と宗教」については、タ
ーナーとの共同討議やシンガポール国立大
学、国内外の学会での報告などをとおして、
その現状の調査分析と理論枠組の構築を進
めた。特に、グローバル化の中でも文化生産
や現代のポピュラーカルチャーという側面
の研究において、大きな進展があった。 
３．「知の生産様式・大学」と４．「社会学的
公共性論」に関しては、社会学における古典
研究の意義とその現代社会の問題状況への
応用可能性の問題、ハーバーマス流の公共性
概念の現代的転換等の主題に関する研究を
進展させた。これらの研究成果は、国際社会
学機構（IIS）や国際社会学会（ISA）等の世
界大会や、国内の主要な社会学会の大会にお
ける報告として公表し、また論文等として公
表してきており、当該分野の先端の成果とし
て国内外において位置づけられると共に、国
内外でのこの分野への相当のインパクトを
有している。今後、ハーバーマス、ルーマン
等の現代理論の展開を一層視野に入れた社
会学理論の更新を図ることを展望しつつ、そ
のための基盤を構築しえたと考えられる。 
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